
有明の丘研修

「災害対策」コース
リニューアル

資料２-３

1. 職位別の対面演習プログラムの考え方
2. コースの職位別仕分け方法・手順
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令和5年度は、災害対策コース及び組織運営コースの演習を対面で実施した。各コースの
実施状況は以下のとおり。

１）有明の丘研修 対面演習プログラムの現状
１．職位別の対面演習プログラムの考え方
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パターン 概要 対象コース 受講面／運営面の課題

午前・
午後
開催

実務担当、一般管理の演習
を午前・午後の別々で実施

メイン会場で一方の職位向
けに演習、裏会場で別の職
位向けに自主研修を提供

災害への備え、
応急活動・資
源管理

実務担当と一般管理が合同で学ぶ機会がな
い（相互の役割や立場を理解する機会がな
い）。

職位
合同
開催

実務担当、一般管理の職位
合同で演習を実施

警報避難、
復旧・復興

実務担当と一般管理が合同で演習を進める
ことで、立場や役割が明確化されづらく、
それぞれの対応や相互の役割を理解する機
会になっていない。

完全
並行
開催

職位共通の講義を行った上
で、職位別の演習と職位共
通の演習を組み合わせて実
施

被災者支援
実務担当と一般管理が並行して別々の会場
で進行するため、2か所に講師や演習支援
体制の確保（多くの資源）が必要となる。

➡今後、対面演習プログラムの開始時間（時間割の統一化）や
パターン（職位共通、職位別内容の設定等）を検討してはどうか。

２）対面演習プログラムの課題
実施状況とアンケート結果（参考資料4）から、対面演習プログラムには次のよう
な課題があると考えられる。

① 各コースでそれぞれに開始時間の違いがある
② 各コースは概ね次のいずれかの開催パターンで実施されており、
それぞれに受講面／運営面に課題がある（下表参照）
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 ｢実務担当｣と｢一般管理｣向けの職位に応じた座学と演習の提供を目指す。
 コースリニューアルワーキンググループを設置して検討を進める。
 WGや試行を通じて手順を確立しながらリニューアルを実施する。

２．コースの職位別仕分け方法・手順
１）「災害対策」コースのリニューアル（職位別コース設定）について

➡今後、ＷＧでの検討を進めるにあたり、具体的な方法や手順を
定めていく必要がある。

➡被災者支援コースを例に職位別の仕分け方法などを検討した。

「災害対策」コースのリニューアルについて、これまでの検討において次のよ
うな取組みを実施することとしている。

①コース内容の詳細整理 ②コース構成の全体像整理

手順１

職位を踏まえた
コース・単元の仕分け

手順２



令和5年度の被災者支援コースの教材を使い、職位別の仕分けの方法を検討した。

既存の教材から単元名、学習項目、学習目標等のコース内容の詳細を抜き出してExcelに整理し、コー
スで取り扱っている内容や講義時間等の詳細を把握できるようにした。

手順１ コースの現状を整理する（①コース内容の詳細整理）

コース内容の詳細整理イメージ 4

２）被災者支援コースによる仕分けの例



①で整理したコース内容詳細から、単元名や
学習項目、単元の分類（法律/業務の標準化
/事例等）を整理し、コースで取り扱う内容の
全体像が分かるようにパワーポイントの図で
整理した。

手順１ コースの現状を整理する（②コース構成の全体像整理）
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コース構成の全体像整理イメージ

青字:単元分類 紫字:受講時間



手順１で作成した「①コース内容の詳細整理」、
「②コース構成の全体像整理」をもとに職位（実務担
当、一般管理）を踏まえて仕分けを検討し、右図の
ように整理した。

手順２ 職位を踏まえたコース・単元の仕分け

6コース構成（概要案）の整理イメージ

被災者支援コースによる検討結果
被災者支援コースでは「災害救助法に基づく避難
所運営と被災者支援」、「被災者生活再建支援法
に基づく生活再建支援業務」の2つで業務が大きく
分類された。その中で職位によって仕分けられる
箇所が明らかとなった。
＜災害救助法に基づく避難所運営と被災者支援＞
• 職位別の対象となる内容は「避難所」及び「福
祉避難所」のふたつ。

• 「実務担当」では現場の運営の実際を学習し、
「一般管理」ではマネジメントと複数避難所の
マネジメントの実際を学ぶ。

＜被災者生活再建支援法に基づく生活再建支援業務＞
• 職位別の対象となる内容は生活再建支援業務。
• 「実務担当」では業務の実際を学習し、
「一般管理」では生活再建支援業務の各工程の
マネジメントについて学ぶ。

青字:単元分類 紫字:受講時間 ■職位共通 ■実務担当 ■一般管理



手順１ コースの現状を整理する

リニューアルは、次のような方法・手順が考えられる。
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手順２ 職位を踏まえたコース・単元の仕分け

手順３ 学習項目・学習目標を設定する

手順１で整理した内容を見ながら、職位を踏まえた単元の仕分けを検討する。
コース構成（仕分け案）を作成する。また、現状の内容で不足している内容があれば追加する。

WGで合意されたコース構成をもとに各単元に学習項目及び学習目標を設定する。

手順５ コース内容詳細(合意案)に即してスライド教材を整備する

手順４ 学習項目･学習目標に即したコース内容詳細(案)を検討・整理する

手順６ 動画教材を作成して有明の丘研修で試行する

手順７ 試行した結果(アンケート等)を踏まえて見直し・改善を図る。

WG

WG

WG

WG

現状の各単元教材からコース内容の詳細とコース構成の全体像を整理する。

学習項目・学習目標に即してコース内容詳細(現状)から組み換え・追加の検討を行い、
コース内容詳細の案を整理する。

WGで合意されたコース内容詳細をもとに、既存のスライド教材を活用して教材として整備する。
なお、既存のスライドのみで対応が難しい場合、スライドの新規作成や内容の見直し等を行う。

スライド教材に基づき動画教材を作成し、有明の丘研修で試行する。

試
行
結
果
を
踏
ま
え
て
第
2
期
や
次
年
度
に
見
直
し

➡(参考)P4 ,5

➡(参考)P6

３）リニューアル方法・手順（例）

今
回
検
討
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